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ホタテガイ生育環境調査

山内弘子・吉田 達・小坂善信・鹿内満春

陸奥湾におけるホタテガイ漁場の生育環境を明らかにするため、餌料環境を調査したので、その結果を

報告する。

調査方法

図lに示した陸奥湾湾央部 2点(西湾:浅海定線定点

St.2、東湾:同St.4)において、 2005年4月~翌年3月

まで月毎に、ホタテガイ餌料の指標となるクロロフィルa、

フェオフィチン aの分布状況を調査した。

ナンゼン式転倒採水器を用いて水深Om、20m、40mの

3層から採水し、試水1リットルをワットマンGF/Cフィ

ルター(孔径1.2ミクロン)でろ過した後、フィルターの

残存物をアセトンで抽出し、蛍光法によりクロロフィル a

とフェオフィチン aを測定した。

また、蓬田村地先の水深35mの地点において2002年1月

から毎月 l回、水中ポンプにより水深3m、15m、30mの

3層から採水して、試水中のクロロフィル aおよびフェオ 図1 嗣査点図

フィチン aを同様に測定した。

さらに、自記式クロロフィル濁度計(アレック電子 COMPACT CL W) を当研究所の久栗坂実験漁

場の境界線(ロープ水深11m) に設置して、 2006年 1 月 31 日 ~3 月 1 日にかけて 1 時間間隔でクロロフィ

ルa、水温を測定した。

結果および考察

西湾中央および東湾中央のクロロフィル aとフェオフィチン aの分布量を表 1、表2に示した。

調査期間内の分布量 (0m、20m、40m層の平均値)は、クロロフィル aが西湾中央で0.17~ 1. 32 rng/ 

表 1 陸奥湾湾央部におけるクロロフィルa分布量
畠畠:mg(rrl 

2005年 2006隼

!B..H日 w日 w日 1M日 8且98 !!ill日 10jl68 l1jl21日 12jl78 111 w日 w日
Om 0.49 0.23 0.67 0.29 0.28 0.11 0.58 0.30 0.81 

西湾中央 20m 0.86 0.27 2.77 0.24 0.25 0.14 0.59 0.30 1.23 
40m 0.66 0.46 0.53 0.30 0.88 0.26 0.24 0.29 1. 59 

主盟 0.67 0.32 1. 32 0.27 。.47 0.17 0.47 0.29 1. 21 
1975-2回M年IT)平均値 1. 06 0.59 0.51 0.46 0.33 0.27 。.37 0.54 0.48 0.63 1. 16 1. 55 

主盟量との蓋 -0.39 -0.27 0.81 -0.19 0.14 -0.10 0.10 -0.19 -0.34 
Om 0.20 0.16 0.22 0.27 0.12 0.40 0.73 0.27 1. 30 0.65 

東湾中央 20m 0.19 0.18 0.44 0.23 0.11 0.43 0.70 。.38 1. 30 0.88 
40m 0.21 0.85 0.28 0.21 。.32 0.45 0.77 0.33 1.29 0.88 

主塑 0.20 0.40 0.31 0.24 0.18 0.43 0.74 0.33 1.30 0.80 
1975-2ω4年の平崎値 0.33 0.36 0.34 0.33 0.31 。.32 0.57 0.68 0.73 1. 02 1. 32 1. 04 

平櫓値とのSE -0.16 0.06 -0.02 -0.07 -0.13 -0.14 0.06 自 0.41 -0.02 -0.24 
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m3、東湾中央で0.18~ 1.30~/rrf、フェオフィチン a が西湾中央で、0.36~ 2.08~/m3、東湾中央で0.43~1.57 

mg/m3の範囲であった。

表 2 陸奥湾湾央部におけるフェオフィチン a分布量
皇畠:聞sL!!i

2005年 2006年

ll!..lA日 w自 w日 7且20日 w日 ~日 J..Q.rU日1.11w日11ID.e 1s 00日 w日
Om 0.74 0.52 0.60 0.36 0.38 0.15 1. 16 。.74 0.78 

酉湾中央 20m 1. 18 0.66 4.49 0.64 0.55 0.28 1.50 0.75 1. 10 
40m 0.95 1.21 1. 15 0.71 1. 98 0.65 0.79 0.79 1. 84 

畳~ 0.96 0.80 2.08 0.57 0.97 0.36 1. 15 。.76 1.24 
1975町 2∞4年の平均値 1. 11 1目09 0.99 0.70 0.58 0.54 0.74 1. 06 0.95 1. 03 。目 89 1. 16 

E堕箪占の差 -0.15 -0.29 1. 09 -0.13 0.39 -0.19 0.41 -0.19 0.08 
Om 0.31 0.25 0.22 0.43 0.20 0.90 2.17 0.64 1. 43 0.65 

東湾中央 20m 0.38 0.35 0.51 0.46 。目 20 1. 02 1目16 。.82 1. 50 。目 97

40m 。目 59 2.61 0.64 1.23 1. 07 0.98 1. 37 0.83 1. 44 0.82 

主盟 0.43 1. 07 0.46 0.71 0.49 0.97 1. 57 0.77 1.46 0.81 
1975-2∞4年の平均値 0.49 0.58 0.53 0.59 0.53 0.53 0.54 1. 19 1.18 1. 19 1. 06 1. 01 

平筒値との差 -0.16 0.54 -0.13 0.18 -0.05 0.43 0.38 -0.41 。.39 -0.20 

各湾中央のクロロフィル a とフェオフイチン a の分布状況は、図 2~図 5 に示したとおり、西湾中央で

のクロロフィル aは2005年 6月に急上昇したが、その後減って低い値で推移し、 2006年 3月には再度増加

した。フェオフィチン aの増減もこれとおおむね同様に推移した。東湾でのクロロフィル aは2005年 5月

~9 月までは低い値を示したが、 10月以降上昇していき 2006年 2 月には最大値を示した。一方、フェオフイ

チン a は秋から上昇し、 11月に最も高い値を示した。陸奥湾では、一般的にクロロフィル a は 2 月 ~3 月

にピークを示し、その後徐々に減少し、夏季に最も低い値を示すが、本年も同様な傾向を示した。しかし、

6月には西湾の水深20mで2.77時Irrf、東湾の水深40mで、0.851噌1m3という高い値を示している。西湾では

2001年 6 月にも水深 Omで3.00昭1m3、水深20m で、2.94rr事1m3、水深40mで2.69~/m3 という非常に高い値

を記録している。この時期は、日本海側のクロロフィルaが非常に高い値を示すことが衛星画像からわかっ

てきており、津軽暖流の流れ込みの影響を受けやすい西湾、さらに東湾の底層では特異的にクロロフィル

aが高くなっている可能性が考えられた。
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図4 東湾中央におけるクロロフィルa量の推移

2.4 r-------- 一 一ァー

官2.0

1通
..5 1.6 
刷
e・λ1.2 
tト、r
1¥ 0.8 

セ
1¥ 0.4 

一骨2005年
-0-1975-2∞4年の平均値

0.0 
4月 5月 6月 7月 B月 9月 10月 11月 12J! 1月 2J! 3月

時期

図3 西湾中央におけるフヱオフィチン a量の推移

2.4 r一一一一一一一一一一一ー一一 -・-2曲5年

白

U

A

0

9

』

向

0

・-

n

a

-

-

-

t

a

u

a

u

 

〈宝、白
E
〉酬旬、パ
4
F
T
h・官
H
h

-0-1975ωE田4年の平絹値

0.0 
4月 5月 6月 7月 B月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

時期

図 5 東湾中央におけるフェオフィチンa量の推移

164一



蓬田地先におけるクロロフィル a およびフェオフィチン a の測定結果を表3~表4 に示した。

クロロフィル a は水深 3mで0.12~2.06時Irrf、水深15mで0.16~2.20~/m3、水深15mで0.18~3.36~1

dの範囲であった。また、フェオフイチン a は水深3mで0.20~3.67~/m3、水深15mで0.33~2.70時1m3 、

水深30mで0.58~5.68~/rrfの範囲であった。

表3 蓮田沖にお11るクロロフィルa調査結果 畠邑岨~
加主主

水漂泊1

水深15m

盗塁泊E

孟』
m恒星

水深如

水深15m

盗塁盤I

.!f....!1 
2叫隼

水深加

水深15m

盗塁抱I

.!f....!1 
2∞主主

水深3m

水深15冊

盗塁趣I

.!f....!1 
型盗隼

水深如

水深1蜘

義還迎

王且

1/5 1/30 2/28 3/28 5/3 6/4 

0.27 0.19 1.16 2.06 0.23 0.37 

0.27 0.17 1.06 2.20 0.26 0.32 

0.36 0.35 1.25 2.32 1.96 0.73 

030 0.24 1.15 2.19 0.82 O.47 

2/3 2/28 5/29 7/10 7/30 8/31 
Q~ Q~ Q~ Qm Q~ Q~ 

1.30 0.60 0.30 0.3岨1 .20 0.26 

1~ Q~ a~ Q~ 1∞ 且飽

124 o.斜 1 .35 O. 58 O. 81 O. 38 

1/30 3/2 4/3 4/30 6/2 6/30 

0.21 0.26 0.71 0.36 0.72 O. 12 

0.19 0.47 O.~ 0.26 1.17 0.20 

o20 O. 66 1. 02 O. 72 1. 94 O. 20 

O20 0.46 0.79 0.45 1.28 0.18 

2/3 2/28 4/2 4/30 6/1 6/30 

0.43 1. 01 1.01 0.21 0.53 0.31 

0.36 0.96 1印 0.28 0.41 0.39 

0~ 1.m a~ Q60 Q~ Q~ 

038 O. ω1.850.43 0.54 0.43 

1/5 1/24 3/4 

0.36 O. ~ 1.29 

0.26 0.34 1.35 

a31 0.35 1. 51 

0.31 0.30 1.38 

7/2 7/30 8/29 10/3 10/31 12/31 

0.17 0.20 0.42 1.09 0.52 1.04 

O. 16 O. 23 O. 62 O. 69 O. 53 O. 90 

0.31 0.61 0.54 O. 18 0.46 O. 95 
a~ Q~ Q~ Q~ Q50 Q~ 

9/30 10/31 11/29 12/27 

0.3晦 O.32 O. 84 O. 81 

O. 36 O. 42 O. 78 O. 33 
045 0.31 0.87 0.28 

0.40 0.35 0.83 O.~ 

7/30 9/1 10/1 11/1 11/30 12/30 
Q~ Q~ Q45 Q~ Q44 Q関

Q~ Q~ Q~ Q60 Q~ Q~ 

030 Q~ QU  QU  Q~ Qa  

029 O. 58 O. 38 O. 4岨 0.43 0.57 

7/30 8/30 9/30 11/2 12/6 

0.2刈 O.24 O. 44 O. 87 O. 70 

Q~ Q20 Q54 Q~ Q~ 

0. 73 O. 37 O. 96 O. 82 O. 57 

0.42 0.27 0斜 0.85 O.印

表4 蓮田沖におげるフェオフィチンa踊査結果
単色岨ι.!!!.

型盗隼
3m 

15m 

J勉-

.!f....!1 
mω~ 

泊1

15m 

」包-
.!f....!1 

2∞4生
お1

15冊

~盟
主 』

怨堕笠
翁n

15m 

~ 
正』

2ω6生

掬1

1励1

2包ー
主ー盆

1/5 1/30 

0.75 O.“ 
0.74 0.44 

~ー 0.67

L込ー...2JZ.
2/3 2/盆
1.91 1.33 

1.85 1.41 

2.11 1. 47 

ι邑--lJ!!
1L謹一__uz.
1.22 3.67 

盛一___u盆
1.ω 1.84 

1. 57 1. 84 

L鍾ー~
ι且ー...J.Ji
~盛一一主主
0.51 0.39 

0.61 0.50 

ULー...1..ll
辺一凶
4/3 4/30 ，.ω0.52 

1. 33 2. 61 O. 93 O. 53 

138 2. 58 1. 42 1. 06 

131 2.95 1. 13 O. 70 

2/3 2ノ'28 4/2 4/30 

1. 06 1. 06 1. 36 O. 70 

1. 02 1. 21 2. 22 O. 87 

113 1.17 4.89 1.68 

107 1.15 282 1.ω 

1/5 1/2渇 3/4

0.58 O.印 1.38

0.61 0.77 1.32 

0.70 0.75 1.56 

O. 63 o. 67 1. 4.喧

5/3 6/4 7.lJ.一一 7/30 s1/29 10/3 10/31 12/31 

0.55 0.62 0.29 0.44 0.79 2.41 1.72 2.38 

0.70 0.77 0.35 0.54 2.12 1.85 1. 77 2.70 

2.37ー~

ιιー..!!Ja
1ilι____M! 

L盛一---1..ll.
ι邑ー」昌
也L..J紅型

150 0.90 1.50 2.74 

147 1.72 1.66 261 

11/29 1年包
0.46 O.伺 1.02 1.54 0.98 1.43 

1.64 0.78 1. 19 0.95 1.65 1.00 

L盆一__L!i 1.30 1.04 

ι弘一凶
L単一~
L昌一凶
~一 6/30
0.75 0.20 

ム』ーー凶J
1ilι___w_ 10/1 11/1 11/30 12/30 

0.52 1. 30 1.43 1. 66 1.29 1. 27 

1.27 O. 71 O. 56 1. 34 1. 07 1. 78 1.42 
2~ Q~ Qa  Q~ QW  1.~ 1.~ 

150 O.ω0.55 1.16 1.07 1.50 134 

6/1 6/30 7/30 8/30 9/30 11/2 12/6 

0.51 0.43 0.42 0.23 0.91 2.29 0.92 

0.72 O.ωO. 78 0.33 1. 14 2.53 0.99 

140 O.鈎1.82 0.85 L4唖 2.28 0.97 

a 88 0.67 1.01 0.47 1.18 2.37 0.96 

1.12 

L盆
1.24 

この値を基に2002年~2006年の月別の平均値を計算して図 6~図 7 に示した。蓬田沖においてもクロロ

フィル a は表層と中層では 2 月 ~3 月にピークを示し、その後低いレベルで推移した後、秋に若干増加す

る傾向が見られたが、下層では 5月に非常に高い値を示すのが特徴的であった。これは前述のとおり、春

季にクロロフィルa量が高い対馬暖流が陸奥湾に流入してきたことによるものと考えられた。また、フェ
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オフィチン aは各層ともクロロフィルaと同様の傾向で推移した。
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青森市久栗坂沖における自記式クロロフィル濁度計によるクロロフィルaの測定結果を図8に示した。

1月31日-2月14日頃までは 1rrg/rrf以下と低いレベルであったが、その後徐々に増加して、 2月22日に

は5.5rr恵1m3のピークを示し、その後も 2-4時1m3と高いレベルで推移した。

6 r一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー

5 r一一一一一------_一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーーーー
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園8 久栗坂実験漁場のクロロフィルa量の推穆(水漂11m)

また、同様に水温の推移を図9に示した。 1月31日に約 5'Cあった水温は徐々に低下し、 2月中旬~下

旬には 3'C台で推移していたが、 2月27日に 6'C台まで急激に上昇した。前述のとおりクロロフィル aが

増加傾向を示した2月15日以降水温の変化は見られず、植物プランクトンのブルーミングに対する水温の

影響はないものと考えられた。

8 r一 一 一ー 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

7 t-一一一一一一 一ー ー ー ーー一一一一一一一一一ーー ーー ーー 一ーー

6 t- 一 一一一ー 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーーーーーーー
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園9 久栗坂実験漁場の水温の推移(水深11m)

2125 

平成12-14年のホタテガイ適正収容量調査ト3)では、栄養塩がピークに達しても基礎生産量やクロロフィ

ルaが増加しないことが明らかになっている。こうしたことから、ブルーミングのもう一つの制限要因と
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して考えられる日照時間との関係を調べるために、気象庁青森観測所の 1時間毎の日照時間を整理し図10

に示した。

12ーー 一一一一一一ー

10 

嘗量 8 

E匪 6 

m 4 

2 

。
2/1 2/6 2111 2/16 2/21 2/26 

図10 日照時聞の推移(気象岸青森観測所)

2月の上旬は日照時間がほとんと号無かったが、 2月13日頃から徐々に増加して、 2月21日には1O時間と

ピークに達し、その後も高いレベルで推移した。このように日照時間の推移は、前述のクロロフィル aの

推移と極めて良く一致していることから、この時期の植物プランクトンのブルーミングは日照時聞が制限

要因になっている可能性が高いものと考えられた。

なお、今回のように 2月上旬と 2月下旬でクロロフィル aの値が全く異なるような場合、これまでのよ

うに月 1回のサンプリングでは、その月の特徴を的確に把握できない可能性を示唆している。

引用文献

1 )吉田雅範ら (2001) :ホタテガイ適正収容量調査.青水増事業報告書， 31， 209-219. 

2)吉田達ら (2002) :ホタテガイ適正収容量調査.青水増事業報告書， 32， 219-252. 

3)吉田達ら (2003) :ホタテガイ適正収容量調査.青水増事業報告書， 33， 191-220. 

一 167ー


